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1. 未来のサイエンテ ィ ス ト  

私たちは今， “ 未来の ” サイエンスを楽しんでいま

す ．ネッ ト ワークにつながった複数のコンピューター

を持ち歩き ，大文書や画像を一瞬でやり取り し ， テレ

ビ電話を日常的に使います．研究室に居ながら世界中

の膨大なデータにアクセスし ，常に最新の情報を取得

します ．興味のあるタンパク質を見つければ，一週間

以内にそのア ミ ノ酸配列を手に入れます．学術集会で

は，パワーポイン ト を使って難解な議論もお互いの脳

に直接にう ったえます ． 1980 年代から見れば， これ

らはまさに夢の世界です． と ころが！です．学会での

議論の方法についてだけは 1980 年，あるいはも っ と

以前からあまり進歩していません． 「 それでは会場か

らのご質問をお願いします ． ・ ・ ・ ． ないよ う でした

ら ，私からひとつ ・ ・ ・ 」 といった具合です．  

2. 前人未到のシンポジウム 

今回はセッシ ョ ンのあり方にも挑戦するこ とを私た

ちは考えました ．有意義なセッシ ョ ン とはどんなもの

でし ょ う？もちろん ，すばら しいデータに基づいて ，

高度の理論が展開されればそれに越したこ とはないの

ですが，それは個々の研究の評価であって ， セッシ ョ

ンの問題ではありません．多分，演者と会場が一体と

なって日常より踏み込んだ形で議論を行い ， その議論

がセッシ ョ ン後も参加者の好奇心を刺激し続けるこ と

ができた時に ，有意義なセッシ ョ ンと呼ぶこ とができ

るのです ．私たちは有意義なセッシ ョ ンを模索するた

め， シンポジウムで以下の冒険を試みるこ とにしまし

た ． (1) 発表には原理や概念を含める ， (2) 発表には

妄想を含める ， (3) 講演者全員に短めの時間を割り当

てる ， (4) 使用言語はフ リースタ イル， (5) 終了後も

Facebook で議論する ， (6) 司会が聴衆を指名する ，

(7) 研究テーマや考え方のバリエーシ ョ ンに配慮す

る ， (8) 講演順序は若年→年長．  

私たちは蛮勇をふるいながら以下のうたい文句を説

明するこ とで ， 9 名の豪華な研究者から講演の約束を

取り付けました ．  

【 生体マシナリーにおける力発生と進化の共通原理 】

近年，解析技術の発展のため，様々なシステムにおけ

る力発生過程が，原子レベルで具体的に議論されるよ

うになってきた ．今こそあらためて “ 各論の先にある

共通原理 ” を考える時であろ う ．本シンポジウムで

は，登壇者の研究対象およびデータの枠を超えた議論

を試みる ．実際には，各登壇者が持ち時間 10+5 分以

内に，最小限に自身の系を紹介し ，共通原理にかんす

る主張および議論を行う ．本シンポジウムでは “ 新し

いシンポジウム形態 ” の模索も目的と している ．  

3. 司会の練習 

開催の時が近づ く につれ， よほど慎重に進めないと

“ ただの ” おも しろいシンポジウムになってしま う で

あろ う こ と を強 く感じるよ うになりました ． そこで私

たちはシンポジウムのコンセプ ト に関する議論を重

ね，言葉を慎重に選び， メーリングリス ト と

Facebook で関係者に呼びかけました ． シンポジウム

がうま く盛りあがったら ，後でこのサイ ト にレポー ト

を掲載するこ と も決めました ． そして最後に気づいた
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のは司会です．結婚式でもプロレスでもモーターシ ョ

ーでもアシカシ ョ ーでも ，集会には司会が重要な位置

を占めるのですが，学会の座長は通常はこのこ とに全

く無頓着です．私たちは司会の言葉を選び， テレビ電

話で ，研究室で ，通勤途中で ， そしてシンポジウム直

前の会場で ，練習を繰り返しました ． 「 皆さま ， ごき

げんよ う ．運動マシナリーへよ う こそ ．数あるすばら

しいシンポジウムの中から ， この A会場を選ばれたこ

とに心から感謝申しあげます ． これから皆さまと共に

シンポジウムの前人未到の領域へと踏み込んで参りま

す ・ ・ ・ ・ ・ ． 」  

https://www.facebook.com/mycmobile 

 

4. シンポジウム概観 

 豪華な講演者を揃えたため，会場の全ての席が埋ま

るほど多数の参加者が集まりました ．冒険に集中でき

るよ うにと言語をフ リースタ イルにしました ．講演内

容は多様でしたが，生物物理学の分野で私たちがいつ

も議論しているキーワード を共有していました ．すな

わち ，熱ゆらぎ ，熱ラチェ ッ ト ， エネルギー，効率，

クーロン力，ゆがみ，ルーズカ ップ リング ， タ イ ト カ

ッ プ リング ， そして進化です．講演者は，中村修一

（ 東北大 ） ，渡邉力也 （ 東京大 ） ，古寺哲幸 （ 金沢

大 ） の〝気鋭世代 ” ，高野光則 （ 早稲田大 ） ，森  博

幸 （ 京都大 ） ，原田慶恵 （ 京都大 ） の “ 自立世代 ” ，

柳田敏雄 （ 大阪大 ） ，木下一彦 （ 早稲田大 ） ，吉田賢

右 （ 京産大 ） の “ 大家世代 ” の三世代 （ 敬称略 ） に分

かれ，それぞれの世代の特長を生かした議論が展開さ

れました ．  

5. 気鋭世代 

 中村，渡邊，古寺氏の３人が，本学会で輝かしい歴

史を持つバクテリアべん毛モーター ， FoF1-ATPase ，

アク ト ミ オシンモーター ， それぞれの最新の実験結果

を話しました ．共通していたこ とは，学会のお家芸で

ある ，生体分子の時々刻々の動いている姿を活写でき

る 『 １分子動態計測システム 』 を開発活用し ，分子モ

ーターの入力と出力の関係を実際に解析した点です．

それぞれの講演後に ，生体分子モーターの入力エネル

ギーの使われ方， エネルギー変換の仕組み， さ らには

エネルギー変換で共通している原理， などを皆で議論

しました ．中村氏は今年度 （ 2015 年生物物理学会 ）

の若手奨励賞に輝きました ．心よりお喜び申し上げま

す ．  

6. 自立世代 

 高野氏は，計算機シ ミ ュレーシ ョ ンを用いたアク ト

ミ オシンの滑り運動解析を中心にしながら ， クーロン

力は不安定な結合状態であるがゆえに ，多 く の準安定

構造を生み出せるこ と を紹介しました ．森氏は， タン

パク質透過装置を題材にして ，バクテリアと真核生物

を含む共通原理について紹介しました ．原田氏は

RNA ポリ メ ラーゼの転写機構について ，分子構造，

機能，キネテ ィ クスと幅広い角度から紹介していただ

きました ． ３名の発表は，力発生におけるクーロン

力， タンパク質輸送， RNA 重合酵素と異った題材を

扱いながら も ，方向性のない熱揺らぎから生物学の重

要な反応を生み出す機構という点で共通していまし

た ．独自の視点での研究であるこ と ，自身のデータか

ら少し離れた議論も入っているなど ，円熟味を感じ さ

せる内容でした ．  

 

図 1 シ ン ポ ジ ウム直後の集合写真 ， 前列左 よ り ， 森  

博幸 （ 京都大 ） ， 原田慶恵 （ 京都大 ） ， 柳田敏雄 （ 大

阪大 ） ， 宮田真人 （ 大阪市大 ） ， 吉田賢右 （ 京産

大 ） ， 後列左 よ り ， 古寺哲幸 （ 金沢大 ） ， 渡邉力也

（ 東京大 ） ， 中村修一 （ 東北大 ） ， 南野  徹 （ 大阪

大 ） ， 高野光則 （ 早稲田大 ） ， 故 ， 木下一彦 （ 早稲田

大 ） （ 敬称略 ）  

 

7.大家世代 

 実績にも とづいた押し も押されもせぬ彼らの立場

は，それぞれの講演を現世の煩悩から解き放ち ，宇宙

の神秘に迫る ，大スペク タ クルへと昇華させました ．

柳田先生は，生物が持つ効率的な処理能力 （ 極僅かの

エネルギーで高次機能を達成する ） の仕組みが， 「 自

律性の高いゆらぎのステ ップにある 」 との持論を ，ユ

ーモアを交えて紹介されました ．木下先生は， “ 怠け

者酵素 ” の解析を例に， 「 生物が持つタンパク質は
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元々非効率的である 」 可能性を指摘されました ．我々

研究者は，自分達の発見に意義を見つけたがる傾向が

ありますが， 「 何事に対しても謙虚に疑いの姿勢を持

つ 」 事の大切さを述べられました ．重たい言葉を頂戴

したと感じています ． ト リ を努められた吉田先生は，

FoF1-ATPaseのトルク測定解析を通して ， この酵素が

いかに効率良 く設計されているのかについて語られま

した ．木下先生と吉田先生の主張は正反対であり ，

丁々発止のやり と り もありましたが，長年一緒に研究

をされてきた信頼と自信を感じ取る事ができました ．  

 ３人の先生と も ，研究紹介の形を取りながら も ，

「 生物とは何か 」 という ご自身のお考えを語られたよ

うに思いました ．  

8.木下先生の逝去 

 残念なこ とに木下一彦先生はこのシンポジウムの約

二週間後の 2015 年 10 月 31 日に南アルプスに登山

に出掛けられて ，帰らぬ人となりました ．先生は長年

にわたって ，皆が困難と考える測定を次々に実現して

来られました ．研究対象も ATP合成酵素に限らず，生

体膜， モータータンパク質， DNA 編集タンパク質な

ど多岐にわたっていたため，本シンポジウムで生体マ

シナリーの共通原理を議論するためにぜひ必要な講演

者でした ．私たちの懸念は，木下先生は忙しいのであ

まり自身での発表は引き受けて くれないとの前情報で

した ． そこで ，先に他の講演者の約束をいただいてか

ら ，満を持してメールをさ しあげたと ころ ， メールを

送って数分後に電話をいただきました ．短い時間で ，

好きなこ とを話していただいて ，同世代の方と も議論

できるこ とを説明すると ， その場でご快諾いただきま

した ．当日，発表は年齢順であるこ とを私たちが説明

したときに 「 柳田さんと私は同級生だけど私の方が実

は少し若いんです 」 と言って場を和ませて下さ ったこ

とや，登山を例にと ってエネルギー収支の議論をされ

たこ とが印象に残っています ．山岳事故による逝去に

ついては残念と しか言いよ うがありませんが，最後

（ 多分 ） のご講演を皆で拝聴して楽し く 議論できたこ

とは， シンポジウム参加者全員のかけがえのない思い

出となりました ．改めてご冥福をお祈り します ．  

9.終わりに  

 本シンポジウムはこれ以上のものが望めない く らい

に心に残るものとなりました ．今回の議論や講演をき

っかけに，新たな人材やテーマが育つこ と も期待でき

ます ．情報化， スピード化の時代にあって ，学会のセ

ッシ ョ ンのあり方を見直すとなれば，私たちはつい ，

同時公開やTwitterなどを思い浮かべます． しかし ，学

会は忙しい研究生活の中での生身での対面を前提と し

て行われます．今回の様によ り踏み込んだコ ミ ュニケ

ーシ ョ ンを行う こ とが，情報化社会に本当に合致した

改善なのかも しれません．   
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